
財務ハイライト株主・投資家のみなさまへ

2012年3月期は、営業利益率を重視し、自社商材の販売を強化したことによ
り、営業利益が前年同期比43%増となりました。

◆連結貸借対照表� （単位：百万円）

  2012年3月末 2011年3月末 増減額

流 動 資 産 5,982 5,856 126 
（ 現 預 金 ） （3,560） （3,231） （329）

固 定 資 産 756 663 93 

流 動 負 債 809 1,081 ▲272

固 定 負 債 126 100 26 

純 資 産 5,801 5,336 465 

（ 少 数 株 主 持 分 ） （207） （325） （▲118）

インターネットユーザーの行動の起点となるサービスを目指して
株主・投資家の皆様におかれましては、日頃モーションビート株

式会社（旧：ngi group株式会社）をご支援いただき誠にありがと
うございます。

2012年3月期は、急速に普及するスマートフォンを基盤とした
広告サービスを拡大し、スマートフォン広告市場においてリーディ
ングポジションを獲得すべく邁進してまいりました。

また、2012年3月に博報堂グループであるデジタル・アドバタ
イジング・コンソーシアム株式会社と資本業務契約を締結し、今後
も更にスピード感を持って事業を成長させたいと考えております。

当社は、2011年9月に『メディア向け』スマートフォン向け新
広告プラットフォーム「AdStir（アドステア）」のサービスを開始し、
開始後6ヶ月で1,000メディアを超え現在も日々増加しております。
また、2012年4月には、『広告主向け』スマートフォン特化型広告
管理システム「Bypass（バイパス）」の提供を開始し、広告を出稿
する広告主から、広告を表示するメディアまでワンストップのサー
ビスを提供しております。

更に、現在スマートフォン広告市場においてその成長が一番期待
さ れ て い る 広 告 の オ ー ク シ ョ ン シ ス テ ム RTB（Real Time 
Biddingの略）を国内で初めて搭載し、2012年4月より取引を開
始しており、各社との連携を進めながらその規模を拡大いたしてお
ります。

2013年3月期は、上述いたしましたスマートフォンを基盤とし
た広告サービスを拡大していくとともに、新社名モーションビート
に込めた「感情を揺さぶり行動を巻き起こす」
という想いを実現すべく、インターネットユー
ザーの行動の起点となるサービスを次々と提供
してまいる所存でございますので、株主・投資
家の皆様におかれましては、より一層のご支
援・ご高配を賜りますようお願い申し上げま
す。

2012年6月
代表執行役社長

平成24年6月22日
株　主　各　位

東京都港区北青山三丁目3番11号
モーションビート株式会社
取締役兼代表執行役社長　金子陽三

第15回定時株主総会決議ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、本日開催の当社第15回定時株主総会において、
下記のとおり報告及び決議されましたので、ご通知申し
あげます。

敬　具
記

報告事項
　1．  第15期（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）事

業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査委員会の連
結計算書類監査結果報告の件

　2．  第15期（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）計
算書類報告の件
本件は、上記の内容についてご報告申しあげました。

決議事項  
　第1号議案 定款一部変更の件

本件は、原案どおり承認可決されました。
内容は、以下のとおりです。

変更前 変更後
第1条（商号） 第1条（商号）

当会社は、ngi group
株式会社と称し、英文
ではngi group,inc.と
表示する。

当会社は、モーション
ビート株式会社と称
し、 英 文 で はmotion 
BEAT Inc.と表示する。

　第2号議案 取締役7名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、取締役として金
子陽三氏、前刀禎明氏、北城恪太郎氏、矢嶋弘毅氏、
島田雅也氏、徳久昭彦氏、大塔達也氏が選任され、
それぞれ就任いたしました。
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◆連結損益推移� （単位：百万円）
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